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【ほたる祭りの様子】 

 

 

【 6・7月の主な行事】※変更等の可能性含む  

□６月１9日（水）～21日（金）期末考査 

□６月２１日（金）防災訓練【考査後】 

□６月24日（月）～２8日（金）朝読書週間 

◆7月1日（月）～４日(木)定期考査復習週間 

◆７月5日（金） 生徒総会 

◆７月9日（火）～１2日（金）保護者懇談会 

◆７月19日（金）終業式【夏休み ３７日間】 

 ※２学期始業式 ８月２６日(月) 

 

 

 

第５２回 体育大会開催 一戦一笑 ～まだ見ぬ景色をつかみに～ 

６月３日（月）体育大会を実施しました。今年は、一学期に開催としました。（修学旅行が２学期実施となること

と熱中症対策を踏まえて）当初予定していた５月３１日は、雨天だったため延期しての開催となりました。急な判断

となり、生徒・保護者の皆様には、大変ご迷惑をおかけしました。申し訳ございませんでした。 

６月３日は、すっきりとした天候で、計画通りにすべてのプログラムを実施することができました。平日開催でし

たが、大変多くの保護者の皆様にご参観いただきました。（駐車場があふれ、一部ご迷惑をおかけしました。）コロナ

が落ち着いてきた中で、昨年度の体育大会での課題を踏まえて、種目内容の変更や表彰のやり方、生徒会種目の導入

等、生徒・先生方で知恵を出し合って、より良いものを創造しました。しっかりと心から声を出し、心から笑えるよ

うに取り組みました。もちろん完璧だったわけではありませんが、南中の「今」をしっかりと見ていただけたのでは

ないかと思います。特に本番の勝ち負けよりも、本番までの練習の過程を大切にしました。練習から一生懸命・全力

疾走を心掛けました。また、恒例の部活動紹介は、大会前であることを踏まえて、激励会として実施しました。部活

動種目と閉会式後には、「写真タイム」も短時間でしたが、実施できました。思い出の１枚は、撮れたでしょうか。

このままいくと、来年も一学期開催となりそうです。今年の体育大会で、新たにみんなで見た景色の先を、来年見る

ことができるように、これからも協力して、「南中の底力」を発展させていきたいと思います。 

体育大会を開催するにあたり、生徒会長をはじめ執行部の皆さん、生活体育 

委員の皆さん、それぞれの役割の中でリーダーとなり、尽力してくれました。 

また、大変立派なスローガン横断幕やカウントダウンポスター等を作って盛り 

あげてくれた美術同好会の皆さん、本当にありがとうございました。 

【トピックス】 

６月１日(土)に「ほたる祭り」

にて南中吹奏楽部が演奏し

ました。１年生にとっては、

初の校外（人前）での演奏で

した。大変好評だったと地域

の方々からお褒めの言葉を

いただきました。お疲れ様で

した。 

生徒総会に向けて スローガン「一念通天」 

７月５日の生徒総会へ向けて、学級討議等の準備が続いています。今年度の総会も熱中症対策の為、代表者を音楽

室に集めて、一般生徒は教室にてオンライン参加をするハイブリット方式です。スローガンに続いて、「よりよい南中

のさらなる高みを目指して」というサブスローガンが謳われています。伝わりやすい内容ですね。現状に満足するこ

となく、みんなでステップアップしましょうということですね。特に学校生活については、「身だしなみ・学校生活の

申し合わせ事項」にあるように、皆さんの先輩が心を込めて作った内容を毎年更新しながら、皆さん自身が主体的に、

ルールを守り、南中生活を支えています。皆さんは、先輩方の思いをしっかりと繋いでいると思っています。しかし

ながら、課題がないわけではないと思います。２３0名、一人一人が、南中のことを真剣に考え、より良い方向へ、

意見を出し合えたらいいですね。そんな風通しの良い、笑顔あふれる学校を目指してもらいたいと思います。 

夏の大会始まる。 

 ３年生にとって、最後の夏が始まります。ここに至るまでのすべての努力が実を結ぶことができるように、最後の準

備をお願いします。熱中症やけがに注意して、万全の体調で戦えるように体調管理も重要です。また、試合の為、勝敗

はつきますが、大切なことは、ここまでの「努力」の積み重ねと支えてもらった方々への「感謝」の気持ちです。この

二つを大切に思い、思い切り楽しんでください。その姿を１・２年生は、しっかりと心に焼き付けてください。 

 


